
離島・過疎地域では、医療を支える人材が年々減り、放射線技師や管理栄養士、救急対
応など多くの職種が“一人職場”になりつつあります。一人が倒れれば地域医療が止まる̶̶
これが最大のリスクです。

都市部では効率化が重視されますが、過疎地では事情が異なります。効率化を突き詰め
るほど医療は脆くなる。必要なのは、多少の余白や重なりを持たせる冗長性（バックアップ）
です。クロストレーニング、施設間連携、遠隔支援など、地域全体で支える仕組みが欠か
せません。

こうした課題に触れると不安を感じる方も多いと思います。しかし、その不安こそが「地
域の医療をどう守るか」を共に考える出発点になります。

今、上対馬では地域包括ケアシステムを “上対馬版” として再構築することが急務です。
高齢化や家族の島外転出など、地域特有の事情に合わせ、病院・介護・在宅・地域住民が
一体となる仕組みを整える必要があります。

5月 22・23日のタウンミーティングでは、県の医療保健部長から
「日本は今後どんどん貧しくなる」  
という率直な発言がありました。国全体の財源が細る中、離島医療に十分な資源を配分し
続けることは難しくなる̶̶その現実を示す言葉でした。だからこそ、上対馬は “自分た
ちの地域を自分たちで守る” 体制づくりが欠かせません。

そして何より心強かったのは、住民の皆さんからいただいた
「上対馬病院を応援しています」「頼りにしています」  
という温かい声です。地域の期待と信頼こそが、私たちが前に進む力になります。

過疎地の医療は都市部の縮小版ではありません。「誰かがいなくなったら終わり」という
構造を変えること。それが、これからの地域医療に求められる視点です。

医療は地域の “最後の砦” です。効率ではなく持続性を選び、冗長性という命綱を地域
で確保していくことが、上対馬の未来を守る道だと考えています。

皆で上対馬地区の医療介護看護の仕組みを構築していきましょう。

上対馬病院長　長谷川　泰三
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※専門科診療は、空路欠航時に中止に
なる場合や医師変更がある場合もあり
ますのでお電話等でお確かめの上、ご
来院ください。

７月専門科診療 ※７月専門科診療 ※７月専門科診療 ※

☆ＱＲコードが読めない方は、お手数ですがイン
スタグラムを開いていただき上対馬病院で検索を
お願いいたします。

⼀ 重 診 療 所
⽇ 曜 医 師 【受付時間】

14：30 〜 15：30
【診療時間】

14：45 〜 15：45
2 ⽊ ⼋ 坂23 ⽊

乳児健診 ・予防接種
⽇ 曜 受付時間 完全予約制

☎ 86-4331
【予約時間】

10：00 〜 12：00
14：00 〜 17：00

21 ⽕ 【予防接種】
13：00 〜 13：15

⽇ 曜 診療科⽬ 医 師 受付時間
1 ⽔ 眼 科

精 神 科
姫 野
伊 藤

8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:00

2 ⽊
泌 尿 器 科
産 婦 ⼈ 科
外     科

⾜ ⽴
⼭ 内
⼋ 坂

8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:30

7 ⽕
⽿⿐咽喉科
整 形 外 科
⼩ 児 科

⼭ ⼝
岡 本
⾕ ⼝

8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:30

8 ⽔ 眼 科 姫 野 8:00 〜 11:30
14 ⽕ 整 形 外 科 岡 本 8:00 〜 11:30
15 ⽔ 眼 科

精 神 科
姫 野
佐 野

8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:00

16 ⽊ 泌 尿 器 科
産 婦 ⼈ 科

⾜ ⽴
⼭ 内

8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:30

17 ⾦ 循 環 器 科 井 ⼝ 13:00 〜 15:00

21 ⽕
⽿⿐咽喉科
整 形 外 科
⼩ 児 科

⼭ ⼝
岡 本
⾕ ⼝

8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:30
8:00 〜 11:30

22 ⽔ 眼 科 姫 野 8:00 〜 11:30
23 ⽊ 外     科 ⼋ 坂 8:00 〜 11:30
24 ⾦ ⼤腸カメラ ⾺ 込 予 約 制
28 ⽕ 整 形 外 科 岡 本 8:00 〜 11:30
29 ⽔ 眼 科 姫 野 8:00 〜 11:30


